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の中で出現頻度 1の singleton ESTは排除してい
る。つまり、発現頻度が低く、進化速度の高い遺
伝子群は考慮していない。一例を挙げれば、使



















2001 年 3 月 23 日発行の Science（Vol.291, 
Page 2413-2417）に掲載された論文「Preferential 


























expressed sequence tag発現配列タグ  ゲノム解析手
法は、相補的(complementary)DNA を断片化し、その塩基




























イスの研究は 1995 年頃から始まり、1998 年に



















































































































































関する法律施行規則（昭和 46 年厚生省令第 35










































































学会）において、韓国 Samsung の J. M. Kim が 
ナノチューブを用いたディスプレイに関して VGA② 























































硫黄原子 2個、窒素原子 1個、炭素原子 2個からなる
5員環のカチオンのこと。 
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②VGA（Video Graphic Array）  
パソコン用ディスプレイの解像度を示す。IBM が開発し
たグラフィックスのアーキテクチャー。640x480 ドット（16
色）あるいは 320x200 ドット（256 色）。現在では SVGA

























退の意向表明について、3 月 5～8 日に米国のフ
ロリダ州クリアウォーター市で開催された 26th 
International Technical Conference on Coal 









































































































































































電球では 150W を消費するが LED では 6～20W
にすぎない。黄色と緑色のランプも LEDに交換す
れば電力消費は 90%程度が削減される。 
1 個$1～$2 の電球と比較すると、赤色 LED で










































がった ROV（Remotely Operated Vehicle 有索無
人海中探査機）が、海洋探査の基礎調査と応用
の両面で広く利用されている。しかし、電力用と通
信用のケーブルで母船と繋がっており、それほど
遠くには離れられないため、観測や探索の範囲が
制約されるという問題がある。 
そこで、ケーブルを必要とせず、航路と作業計
画を出発前にインプットして、作業終了後は母船、
基地まで自力で帰還する AUV（Autonomous 
Underwater Vihicle 自律自航型水中移動探査
機）が、次世代の海洋探査機として開発されてお
り、既に、浅海での特定の目的の作業に限っては、
我が国や米国で実用化されている。 
今後、深海において汎用的な活動を行える
AUV が実用化されるためには、クリアすべき大き
な課題として、そのエネルギー源の確保と、通信
手段の確立がある。探査機の動力源には蓄電池
が使われているが、AUV は大きな動力（最大はプ
ロペラ回転）を要し、このために潜行時間に制約
がある。高性能、確実、しかも安価な動力源が開
発されれば、海洋観測はさらに大きく発展する。こ
のための解決手段として燃料電池への期待が高
く、さらなる技術開発が待たれるところである。 
第二の課題である通信手段としては、水中音響
通信を利用したいところである。しかし、海中では
音波は鉛直方向には比較的よく伝播するが、水
平方向には中間での海水温変化のために、極め
て伝わりにくい。これは非常に大きなネックであり、
今後の技術開発課題としては、むしろ動力源より
も大きなものとなろう。 
 
 
 
